
ガラパゴスをたずねて

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2018-06-04

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 長島, 昭

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.14945/00025205URL



静問地学第74 (1996) 

ガラパゴスをたずねて

長 日召*

はじめに

平成8年7月29臼より 8丹12日まで、 1979年にいち早く世界遺産に登録されたガラパゴス諸島と

エクアドルアマゾン地域のエコ@ツアー(生態観光)に参加する機会があったので、その際に得られ

たガラパゴス についての知見や情報などを報告する O

ガラパゴス諸島の発見とその名前

1535年にスペイン人で、パナマ可教であったトーマス@デ@ベノレラン (TomasDe ber1anga)がパ

ナマからペノレーへの旅の途中、風が凪ぎ、海流に流されて、ガラパゴス諸島に着いたのが公式の発見

である O 彼はスペインの皇帝カルロス 5世 (Car10sV)にまず、巨大なカメとイグアナを報告し、ま

た、多くの鳥についても説明しているという O

Eお

1570年頃には地図に描かれ、 (Insu1aede 10s Ga10pegos' (カメの島)と呼ばれた。

また、強力で変化のある海流で航海が難しいので(LasIslas Encantadas' (悪魔に魅せられた島)と
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呼んでいたという O

1832年エクアドル領になり、 1835年にはチャールズ@ダーウィン (Charls Darwin)がピーグル号

で訪れた。

19世紀前半にはアメリカの播鯨基地として利用された。

1892年、クリストアア@コロンブス (ChristopherCo1ombus Crstoba1 Co1on)のアメリカ発見400

に際し、この諸島は正式にコロン群島 (Archipe1agode co1on)になった。

ガラパゴス諸島の名の由来は Ga1apagoはスペイン語では「乗馬用の鞍(くらけのことで、ゾウガ

メの甲羅の形が「乗馬用の鞍Jに似ていることから、ゾウガメを指すようになり、この諸島が公式に

発見されて以来、ゾウガメがこの島々を代表する動物になっているからである O

チャールズ@ダーウィンとガラノ

1835年、ダーウィンはイギリスの測量船ピーグル

(Beag1e)号に乗って、この諸島を訪れ、 5週間滞在し、

4島(サンクリストパル、ブ口レアナ、イザベラ、サン

チァゴ)を巡って、多くの動物や植物を観察し、調査し

て、標本を持ち帰り、研究の結果、 24年後の 1859年に出

版した「種の起源 (Originof Species) Jの自然選択説を

える糸口になったといわれている O ダーウィンは

とに特徴をもったゾウガメやブインチ(マヒワ)、ウミイ

グアナ、コパネウなどの珍しい動物は環境に適するもの

き残り、子孫を殖やすことによって長年月の

次第に進化が起こると考えているO

ダーウィンの「種の起源Jによって、ガラパゴスの動

植物は各国の研究者の注目を集め、これらの保護を求め

る声も高まる一方、ゾウガメやアザ、ラシの乱獲、あるい

は入植者が持ち込んだ、動物たち(ヤギ、ブ夕、イヌ、ネ

ズミ、ロパなど)が野生化して生態系を破壊するように

なった。このようなことからエクアドル政府は 1934年に

ガラパゴス諸島を国立公園に指定し、さらにユネスコの

援助によって 1964年に夕、ーウィン研究所 (C.D. R. S 

l表主な島の笛穣と最高地点、
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Daphne Major 0.32 

p1aza Sur 0.13 

*測定不正確(J.B1ack) 
Charls Darwin Reserch Station)がサンタクルス島の

アカデミー湾に開設され、研究と自然保護(ゾウガメの増殖など) をしているO

ガラパゴス諸島の位置と

ガラパゴス諸島は、南米エクアドル本土から西へ約960km離れた太平洋上の赤道直下にあり(イザ

ベラ島のウォルブ火山が赤道直下)、最大の島イザ、ベラ(Isabela)島などの大きな島 (100km2以上)
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静岡地学第74号 (1996)

と7つの小さな島(10kmz"'-'99 kmZ) 6っと 40以上の名のついた小島と多数の岩礁からなっている

(第1図)。

また、こ は西経90度付近にあって総面積は 7，882kmzで、最大の島イザベラは 4，588kmzで¥

そのほか 500kmz以上の島が4つある(第I表)。

の広がりは北西のダーウィン (Darwin)島から、南東のエスパニョーラ (Espanola)島まで430

km、南西のイザベラ(Isabela)島のポイント@クリストバル (Pointcristbal)から北東のゲノベサ

(Genovesa)島まで220kmあるO この諸島の最高地点、はイザベラ島北部のウォルブ火山の 1，707m 

である O

地質

ガラパゴス諸島は百大な海底火山であるガラパゴス@プラットフォーム (GalapagosPlatform)の

頂点群が海面上に顔を出しているもので、この海底火山の期間は 2. 000"'-' 3. 000 mの深海底になって

いるo400 mの等深線はアェルナンディナ、イザ、ベラ、サンチァゴ、サンタクルス、ラピ夕、、ピンゾン

などの諸島中央部や南部の島々を囲んでいる O イザベラ島の北沖のロコ@レドンダ (RocoRedonda) 

は広さ数ヘクタールの岩礁であるが、深さ 3.000mからそびえ立つ高さ約3.000mの大きな火山の頂

2図 ガラパゴス諸島局辺の水深

上部である O

ガラパゴス@プラットフォームの南西部では急、速に

3，000 mの深海底に落ち込み、北方のマーチェ島、ピンタ

の北でも急速に 2，000mまで深くなるが、その深さで

ココス@リッジ (CocosRidge)としてコスタリカ

くまで続いている O 東部ではエクアドル沿岸に延びる

カーネギー海嶺 (CarnegieRidge)につながっている O

北東部では徐々に深くなり、パナマ海盆 (Panama

Basin)につらなる O

ガラパゴス諸島の北約 100kmのところにガラパゴ

スeソフト (GalapagosRift)があり、また西約 1，000km 

には東太平洋海膨 (EastPacific Rise)があり、世界で

な海底拡大地域にあるO 東太平洋海膨の西側に

洋プレートがあり、東側にはガラパゴス@リフトをはさ

んで北側にココスプレート、南側にナスカプレートがあ

る(第3図)。ガラパゴス

ガラパゴス@リフトと

スカプレート上にあり、ココスプレートと に近いことから、

によるプレート運動の結果として、

ている O

ガラパゴス諸島で最も古い島でも 500

ら北西に約350km位と

内と考えられ、

られる O

し

の誌現在のこ

も大きいイザベラ島は北からウォルブ (Wolf)、ダーウィン(Darwin)、アルセド CAlcedo)、シェ
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ラ@ネグラ (SierraN egra)、セ口@アズル (CeroAzul)の 6つの火山が海底で噴火し、活動を続け

た結果、成長し、接続しでできたものと考えられるO

この諸島の島の年齢は、南東のエスパニョーラ島の海面上の岩石が最も古く 325万年、その西側に

あるブエルナンディナ島やイザベラ島の最古の岩石の年齢は 70万年より少ない。このことから、この

諸島がのっているナスカプレートは東方に移動していることがわかる O

この諸島は地球上で海洋火山活動が盛んな地域の一つで、 1981年までに 8つの火山で53回の噴火

が記録されている O ごく最近の噴火は 1991年のフェルナンディナ島とマーチェナ島のであった。 1968

6月のブエノレナンディナ島の噴火では大爆発(ガス1.5km3、マグマ噴出、火山灰は数百km

まで達し、植物はカルデラの縁から 8km以内は枯死した)の後、深さ 800m足らず、直径4'"'-'6.5km 

のカルデラの底が数百四の地震を伴って崩壊し、直径 7'"'-'10 km、深さ 1.120m以上のカルデラと

なった。この島は 1958年にも活動し、カルデラ内の湖を蒸発させたが、 2年後に湖は復活した。

イザベラ

山(イサベラ

ブエルナンデ、イナ島の火山は台形で上部に大きなカルデラがある O シェラ@ネグラ火

のカルデラは直径が7'"'-'70 klTIあるO また、 1968年以来、カノレデ、ラ内で4自の噴火

が発生し、溶岩流が出ているO

玄武岩溶岩は約 1，100
0

C位で粘性が少ないので¥火口からふもとに向かつてJI!のように流れて下る

が、山を下るにつれて温度が下がり、 にコークス状の溶岩片を付けるアア (aa)溶岩と縄状の滑

らかな表面をもっパ@ホエホエ (Pahoehoe)溶岩になるO 溶岩流が立木にあたると木を取り巻いて流

れて屈まり、取り囲まれた木は焼けて蒸発し、幹や枝の鋳型のような空洞が残る O これが溶岩樹型で、

ガラパゴス には一殻的である O また、溶岩トンネル(Lavatube)も生じる O サンタクルー

には長さ数kmの溶岩トンネノレが幾つかあるという O

火山活動は地表下でも活発で、 1954年にイザベラ島のウルピナ湾 (UrbinaBay)沖の 1.5km2のサ

ンゴ礁が4m程、短時間に隆起し、 1975年にはイザベラ島とブェルナンディナ島の間のボリバー海峡

(Bolivar channel)の両岸で約90cm隆起した。これらの活動は地下のマグマの活動の結果とみられ

ているO かつて夕、ーウィンがこの諸島で初めて海棲生物の化石を最初に発見し、また、セオダー@ウォ

ルア (TheodorWolfエクアドルの地質学者)がバルトラ島とサンタクルーズ島東北部の海部上 100m

にある溶岩の間から惇さ 3mの貝を合む層(100万年以上前の)を発見したのもこのような現象による

ものである O

ガラパゴス諸島の西部にはホットスポット (HotSpot地球内部から熱が排出される場所例ハワイ

があって、噴火して玄武岩を噴出し続けて海上に顔を出し、さらに活動して盾状の火山帯を形

成するO このように形成された玄武岩の火山島をのせて、ナスカプレートは東方に移動して行くので、

火山はホットスポットから離れて噴火活動

していく O

この諸島に連なるカーネギ

して、 され、解析されて、 には磯や砂が堆

擦や砂が発見されて、この海嶺がかつては海面上

にあってプレートの運動によって移動すると共に侵食あるいは沈降したものであることがわかった。

ガラパゴス諸島の玄武岩はかんらん石玄武岩である O

16 



静岡地学第九号(1996)

ナス主プレ}ト

3図 ガラパゴス諸島の地震構造の位置(アメリカ

気{侯

ガラパゴス諸島の気候は赤道直下で、あるにもかかわらず乾いているo 1月から 6月までは気温は暖

かく、時折激しい雨が降り、 6月から 12月までは冷たく、曇りがちで低地では雨が降らないが、高地

では絶えず、湿っているo 1月から 6月までを温湿期、 6月から 12月までを冷乾期としている O

第2表 エクアドル首都キトとガラパゴス諸島の気温

1 2 3月 4 5 8 7月 8 9月 10月 11月 12月

AゐtX江悶2EL ・l 

24.3 24.9 24.6 23.0 23.2 22.5 23.0 23.6 25.5 23.0 22.5 22.6 

キ {民 3.5 3.5 3.6 4.5 5.6 4.5 3.5 4.7 4.2 3.7 5.1 4.2 
。C

均 14.0 14.0 13.8 13.3 13.8 12.8 13.3 13.1 13.1 12.5 13.0 12.3 ト

(mm) 124 135 159 180 120 49 18 22 83 103 110 107 

ガラパゴス
26 28 25 24.5 24 23 22.5 22.5 23 25 

平均気温CC)

冷乾期の卓越風 はしばし るO 温湿期の風は東よりが卓越し、天気は

泣2ヵ月位続き、その時期

いに変

よってわりやすいが、海は穏やかで、ある O

長短があり、諸島の天候は場所によって変わる O こ

様の変化はこの諸島を洗っている海流によって支配されているO

冷乾期はペノレー沿岸(ブンボルト)海流かちの冷たい海流のためにサンタクルー

湾の平均水温を 22
0

Cにしている O この海水温は気温より低いために逆転層ができ、海から

300~600 m)に集中して雲を作り、高地に雨を隆ちせる。低地

による雨量の変化は植物の分帯に重要な影響を与える G 島々の高地では、雨

して隆り、北の斜面などに泣降らない。

160C~280C位である O これらの気

一

水

斜

ミ

る

き

の

デ

東
カ

と

ア

しい。
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混湿期には南東の貿易風がパナマ海盆から暖かい水をガラパゴス諸島に流してくるので、アカ

ミー湾の平均水温は 250Cに上がるO この海水温で冷乾期に作られた逆転層は解消して、正常な対流に

よる雲がつくられ、そして青空と時折の激しい膝雨のある典型的な熱帯の気候になる O

このパナマ海盆からの暖海水が平年よりも強い年は「エルニーニョ (ELNi五o)Jが発生するO 海の

表面の水温が高く、降水量は増加するが、冷たい海流にのってくる魚(アンチョピ口イワシの仲間な

ど)を取っているペルーや東太平洋沿岸の漁民、この地域にいる海鳥に打撃を与える O

i> 

南赤道海流

場建静

4函

る1982 きた エルニーニョは、

水は赤道に沿って東方に戻って、 9月末には

にしっかりと吹いたいた東の貿易風が衰え、温海

メリカや南アメリカの海岸に達し、翌83年の 4

には東太平洋の海水の表面温度が100C上がった。

この温海水は冬の間に南北に広がり となった(たとえばカナダのブリティ

シュコロンピア州で数種類の温帯産の魚が取れたという)。

このエノレニーニョの影響でガラパゴス諸島のエスパニョーラ島のアオアシカツオドリのよう

のコロニーは一時姿を消し、アザラシやアシカは飢えて死に、植物ははびこり、ダーウィンブインチ

は高率で数を増やした。降雨量は未曾有で、1982年 12月から翌年の 7月までのエルニーニョの 8ヵ月

に、サンタクルーズ島のチヤールス@ダーウィン研究所 (C.D.R.S)で3，224n1m (403 mm/月)、

イザベラ島のサント@トーマスで5，228mm(691mm/月)の雨が降った。この雨量は 1965~1970

-18 



静岡地学 74号(1996)

第3表 ガラパゴス諸島の雨量の変化(単位mm)

場所(標高) C.D.R.S(6m) Caseta (200m) Sto. Tomas(350m) Media Luna(620m) 

年 Santa Cruz 1s Santa Cruz 1s 1sabela 1s Santa Cruz 1s 

1 9 6 9 740 1 586 (1 9 0 2) 2 6 5 6 

1 9 7 0 8 4 402 (4 2 6) 1 155 

1 9 7 9 170 877 732 185 5 

1 9 8 0 256 859 1 0 2 9 1 3 7 8 

198 1 370 1 174 

1 9 8 2 640 1 0 6 8 1 506 

1 9 8 3 2 769 5 295 

1 9 8 4 157 824 

1 9 8 5 6 3 453 365 

1 9 8 6 278 835 1 300 139 6 

1 987 1 254 2 0 2 9 2 8 2 4 200 1 

の間の年間平均雨量200mm以下と比べると、 ることがわかる(第3外 }0 

このように気候の激変が生物の進化に についてみると、島の場所により、

また高度により、年によって変化が大きい。従って{岳地にとっ しく、日照りの年には、こ

の品々に住む動植物に強い自然の選択の圧力

1982 のエノレニーニョではエクアドノレ~ペノレー ヰ 1949，...，.，1991年以降のエル@ニーニ 3

北部で11月から大雨が続き、 l の段階でもエ と ニーニャ

クアドル も人的

き、

30 になっ O ペノレー、エク I 1949. 8 I 1950. 7 

ノレ両国の洪水@山崩れによる 1951. 5 1952. 1 
1953. 6 1953. 9 

はS ドル ると伝えられた。 11ヲ54. 3 1 1956. 9 

ペルーからチリ北部に広がるアタカ は、 1957. 5 1958a 4 

例年の春 (9~11 )にし し ずの「ロ
I 1962. 8 I 1962. 10 

1ヲ63. 7 1963. 10 
マスJと呼ばれる た し 11964. 5 11964. 11 

た。 1968a 12 1969. 12 

また、ア/レゼ、ンチン、パラグアイ、ブラジルでは、
1197仏 6I 1971. 10 

1ヲ72. 4 1973a 3 
82 12月から 83 ? まで大雨が続き、ラプラタ lm7ド974& 5 
河の支流、パラナj[[、パラグアイ}I[ どが流れるア 1975. 1 I 1976. 2 

ノレゼンチン北部、ウラ アイ、ブラ は今
1976. 7 1977. 2 

1982. 4 1983. 10 
ζしー +〆d:、.lr¥おノ、F屯Lんレ一、 ヲICレ~為

ドル以上と伝八時ソ々 レ1<......0 

きく

り、 れがまた、 ることになるた
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め、太平洋東部の低水温状態が長く続くことになる O この状態をラニーニャ (LaNinaスペイン語で

女の子の意)と呼ぶ。
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